


６

歴史民俗資料館だより

昭
和
四
年
陸
軍
特
別
大
演
習
と

　
　
昭
和
天
皇
の
五
台
村
御
巡
幸

1 9

〜「
巡
幸
永
念
の
碑
」は
ど
こ
に
消
え
た
？
〜

　

五
台
村
（
現
那
珂
市
）
に
は
、
鎮
守
吉

田
神
社
や
根
本
正
の
生
家
、
そ
れ
に
隣
接

す
る
郷
士
で
あ
っ
た
後
藤
家
、
清
水
寺
、

水
戸
藩
の
軍
事
調
練
場
で
あ
っ
た
清
水
原

　

な
ど
数
多
く
の
歴
史
的
財
産
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
五
台
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
１
月
１
日
発
行
の
広
報
な
か
「
水
鳥

２５⑯
」
で
「
東
木
倉
村
絵
図
に
見
る
村
の
景

観
」
と
題
し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
昭
和
４
年
（
１
９

は
じ
め

は
じ
め
にに

２
９
年
）
の
昭
和
天
皇
の
御
巡
幸
が
あ
っ

た
事
実
お
よ
び
そ
の
関
連
事
項
を
紹
介
し

ま
す
。

　

資
料
は
昭
和　

年
（
１
９
４
２
年
）
に

１７

茨
城
県
師
範
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
常

陸
行
幸
紀
事
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に

よ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
元
東
木
倉
の
根

本
喜
代
寿
さ
ん
、
中
台
の
根
本
三
代
造
さ

ん
か
ら
の
聴
き
取
り
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
昭
和
天
皇
の
御
巡
幸
は
、
昭
和
４

年
（
１
９
２
９
年
）　

月　

日
か
ら　

日

１１

１５

１８

ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
陸
軍

特
別
大
演
習
の
際
に
な
さ
れ
た
も
の
で

す
。
特
別
大
演
習
は
毎
年
１
回
行
わ
れ
、

天
皇
が
親
し
く

統
監
す
る
も
の

で
す
。

　

昭
和
天
皇

は
、　

月　

日

１１

１４

午
後
に
大
本
営

　

と
な
っ
た
茨

城
県
庁
に
到
着

さ
れ
ま
し
た
。

（
現
在
の
三
の

丸
庁
舎
で
す

が
、
こ
の
県
庁

舎
完
成
は
翌
昭

和
５
年
で
す
か

ら
未
完
成
の
ま

ま
で
大
本
営
が
置
か
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
）

　
　

日
に
東
（
南
）
軍
が
白
川
義
則
司
令

１７
官
、
西
（
北
）
軍
が
井
上
幾
太
郎
司
令
官

と
両
司
令
官
の
指
揮
の
下
で
行
わ
れ
た
大

演
習
を
視
察
さ
れ
た
後
に
、
常
陸
太
田
市

の
西
山
荘
や
太
田
尋
常
小
学
校
を
行
幸
さ

れ
ま
し
た
。
太
田
尋
常
小
学
校
で
は
大
演

習
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
水
戸
堀
原
練
兵
場
（
現
茨
城
県

１８
営
野
球
場
脇
）
で 
観  
兵 
式
   
　

が
行
わ
れ
、

か
ん 
ぺ
い 
し
き

そ
の
後
水
戸
高
等
学
校
に
設
け
ら
れ
た
賜
   
し

 
饌 
場　

で
天
皇
陛
下
か
ら
食
事
を
賜
わ
り

せ
んま

し
た
。
そ
の
後
、
五
台
村
へ
御
巡
幸
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

日
か
ら
は
地
方
行
幸
が
行
わ
れ
、　

１９

１９

日
は
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
、
鹿
島
神
宮
、

　

日
は
水
戸
地
方
裁
判
所
、
水
戸
地
方
専

２０売
局
、
弘
道
館
な
ど
、　

日
は
常
磐
神
社
・

２１

好
文
亭
な
ど
を
訪
問
さ
れ
た
後
、
同
日
午

後
皇
居
に
還
幸
さ
れ
ま
し
た
。

『常陸行幸紀事』
（国立国会図書館蔵）

清水原（水戸農高遠望）

堀原練兵場（『茨城１００年グラフ』（檜山智三氏提供）より）

陸
軍
特
別
大
演

陸
軍
特
別
大
演
習習

五
台
村
御
巡
幸
紀

五
台
村
御
巡
幸
紀
事事

　

こ
の
記
録
は
、
御
巡
幸
が
あ
っ
た
年
か

ら
７
年
後
の
昭
和　

年
（
１
９
３
６
年
）

１１

９
月　

日
に
、
当
時
の
五
台
小
学
校
の
黒

３０

澤
哲
二
校
長
（
戸
崎
出
身
）
が
、
当
時
の

記
録
や
聴
き
取
り
に
よ
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
御
巡
幸
当
日
の

様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
記
録

で
す
。
次
ペ
ー
ジ
で

そ
の
文
章
を
紹
介
し

ま
す
。

水戸高等学校

馬上の昭和天皇

（注３）

（注４）

（注２）

（注１）
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◆昭和天皇行幸経路図

大正期の清水寺
（『那珂郡郷土史』より）

地図：国土地理院地図

【
注
】

１
清
水
原

五
台
村
の
広
い
範
囲
を
占
め
る
字
名
。

こ
こ
で
は
、
か
つ
て
水
戸
藩
が
兎
や
鹿

狩
り
な
ど
を
含
む
家
臣
た
ち
の
軍
事
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

水
戸
か
ら
近
い
こ
の
由
緒
あ
る
地
が
御

巡
幸
に
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
大
本
営

戦
時
中
、
事
変
中
に
設
置
さ
れ
た
日
本

軍
の
天
皇
直
属
の
最
高
統
帥
機
関

３ 
観
兵
式 

か
ん
ぺ
い
し
き

天
皇
陛
下
が
兵
を
整
列
ま
た
は
行
進
さ

せ
て
検
閲
し
た
式

江戸時代天保期の
清水寺境内

（根本喜代寿氏蔵）

４ 
賜
饌 
場

し
せ
ん

　

天
皇
陛
下
か
ら
食
事
を
賜
る
会
場

５ 
貔
貅 

ひ
き
ゅ
う

　

勇
猛
な
軍
隊
・
将
卒

６ 
臠 
わ
す

み
そ
な

　

見
る
の
尊
敬
語
、
ご
覧
に
な
る
。

７
水
戸
高
等
学
校

東
原
に
あ
り
現
水
戸
第
一
中
学
校
の
裏

手
に
当
た
り
、
元
水
戸
国
立
病
院
が

あ
っ
た
。
大
戦
後
に
茨
城
大
学
文
理
学

部
と
な
っ
た
。

８
天
神
窪

豊
喰
天
満
神
社
が
字
「
久
保
」
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
。

【
写
真
】

○
馬
上
の
昭
和
天
皇

昭
和
９
年
代
々
木
練
兵
場
で
の
観
兵
式

（『
日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ
』　

「
太
平
洋

２１

戦
争
」
よ
り
）

大和田志一への感状
（『那珂町史』近代・現代編より）

　

こ
れ
は
、
大
和
田
志
一
氏
が
こ
の
御
巡

幸
に
警
衛
補
助
と
し
て
出
動
し
、
記
念
に

メ
ダ
ル
１
個
を
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

「
永
遠
ノ
記
念
」

　

昭
和
四
年
十
一
月
水
戸
を
中
心
と
し
て
、

常
総
の
野
に
陸
軍
特
別
大
演
習
を
挙
行
せ

ら
れ
、 
畏 
く
も　

聖
上
陛
下
に
は
、
茨
城

か
し
こ

県
庁
の
大
本
営
に
行
幸
遊
ば
さ
れ
、
親
し

く
四
万
余
の 
貔
貅 　

を 
臠 
わ
せ　

給
う
。

ひ
き
ゅ
う 

み
そ
な

次
で
十
一
月
十
八
日
水
戸
高
等
学
校　

賜

饌
場
よ
り
御
還
幸
遊
ば
さ
れ
た　

陛
下
に

は
、
直
に
御
愛
馬
吹
雪
に
御
召
し
に
な

り
、
午
後
三
時
大
本
営
を
御
出
門
万
代
橋

を
渡
ら
せ
ら
れ
、
青
柳
を
経
て
、
中
台
並

木
よ
り
左
折
し
、
所
謂
通
学
道
路
を
一
直

線
に
、
学
校
東
側
道
路
を
御
通
り
に
な
ら

れ
、
住
宅
裏
へ
御
出
で
、
午
後
三
時
四
十

分
本
校
正
門
前
を
御
通
過
遊
ば
さ
れ
、
天

神
窪　

に
向
わ
せ
ら
れ
、
西
木
倉
高
台
の

畑
道
を
進
ま
せ
給
い
、
東
木
倉
坂
道
（
根

本
秀
之
介
氏
裏
手
の
坂
）
を
御
下
り
に
な

ら
れ
、
観
音
堂（
清
水
寺
）側
よ
り
再
び
学

校
に
向
わ
せ
給
い
松
林
中
頃
よ
り
御
引
返

し
に
な
り
、
林
沿
い
の
細
道
（
現
在
の
中

台
通
）
を
進
ま
せ
給
う
。
途
中
檜
枝
垂
れ

 
蔓 
り
、
陛
下
御
親
か
ら
避
け
給
い
し
と
云

か
ら
ま

う
枝
、
今
も
切
ら
ず
に
あ
り
。（
根
本
定

吉
氏
裏
の
林
）

 
斯 
く
て
中
台
県
道
に
御
出
で
の
上
、
御
機

か嫌
麗
わ
し
く
大
本
営
に
御
還
幸
遊
ば
さ
れ

た
り
。

　

以
上
は
、
当
時
の
奉
拝
者
の
講
話
と
、

簡
単
な
る
謹
記
と
を
綜
合
し
、
こ
の
光
栄

を
永
く
後
代
に
伝
え
ん
と
欲
し
、 
茲 
に
謹

こ
こ

ん
で
之
を
記
す
。（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
入
り
）

昭
和
十
一
年
九
月
三
十
日

校
長　
　

黒
澤
哲
二

（注７）

（注６）

（注５）

（注８）
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根
本
秀
之
介
氏
宅
云

根
本
秀
之
介
氏
宅
云
々々

根
本
定
吉
氏
宅
の
檜
木
の

根
本
定
吉
氏
宅
の
檜
木
の
枝枝

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
根
本
喜
代
寿
氏
の

ご
教
示
に
よ
り
現
在
の
お
宅
（
根
本
秀
雄

氏
宅
）
を
知
り
、
ま
た
墓
地
に
は
秀
之
介

氏
が
建
立
し
た
「
父
信
之
介
夫
妻
」
の
墓

碑
が
あ
り
、
そ
の
碑
文
は
東
木
倉
出
身
の

代
議
士
根
本
正
が 
撰  
文 
し
て
い
る
こ
と
を

せ
ん 
ぶ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
碑
の
書
は

代
々
水
戸
藩
の
能
筆
家
を
務
め
た
北
条
家

の
北
条
時
雨
で
す
。

　

根
本
家
は
信
之
介
が
明
治　

年
（
１
９

３８

０
５
年
）
７
月
か
ら
１
年
間
、
秀
之
介
が

昭
和　

年
（
１
９
３
９
年
）
か
ら
７
年
間

１４

と
父
子
二
代
に
わ
た
っ
て
五
台
村
の
村
長

を
務
め
て
い
ま
す
。（
墓
碑
写
真
・
碑
文
と

も
後
掲
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
根
本
定
吉
氏
の
ご

子
息
根
本
三
代
造
氏（
昭
和
２
年
生
ま
れ
）

が
そ
の
日
の
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
て
大

変
貴
重
な
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

御
巡
幸
の
そ
の
日
、
母
親
に
背
負
わ
れ

て
近
所
の
人
た
ち
と
お
見
送
り
し
た
こ

と
、
各
家
の
雨
戸
は
警
備
上
全
部
閉
じ
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ

て
い
た
こ
と
、
道

路
に
は
警
備
員
が

並
び
裏
に
は 
檜  
木 

ひ
の 

き

が
数
本
立
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
で

す
。

　

な
お
、
こ
の
檜
木
は
根
本
家
で
は
記
念

に
残
し
て
い
ま
し
た
が
、「
道
路
拡
幅
と

家
屋
の
改
築
の
際
に
伐
採
し
て
し
ま
っ

た
、
よ
く
知
っ
て
い
た
ら
残
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

元根本定吉氏邸付近

巡
幸
永
念
之

巡
幸
永
念
之
碑碑

　

昭
和
四
年
十
一
月
十
八
日

天
皇
陛
下
に
は
高
松
宮
殿
下
御
同
伴
に
て

親
し
く
本
校
附
近
を
御
巡
幸
遊
ば
さ
れ
た

本
村
の
光
栄
を
永
く
伝
え
ん
が
為
め
、
校

門
側
に
記
念
碑
を
建
立
し
、
毎
年
十
一
月

十
八
日
を　

御
巡
幸
記
念
日
と
定
め
、
御

聖
徳
を
偲
び
奉
る
。

昭
和
五
年　

九
月
十
五
日
工
事
着
手

同　
　
　
　

十
月
八
日
建
碑
竣
工

同　
　
　
　

十
一
月
三
日
建
碑
式
挙
行

 
揮 　
 
毫 　
　

元
水
戸
中
学
校
長

き 

ご
う

　
　
　
　
　

菊
池
謙
二
郎
氏

碑　

文
（
正
面
）　

　

巡
幸
永
念
之
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
謙
二
郎
謹
書

碑
陰
文
（
裏
面
）

昭
和
四
年
十
一
月
十
八
日
觀
兵
式
終
了
後

天
皇
文
武
官
三
十
餘
人
を
從
へ
て 
卒 
か
に

に
わ

此
地
に 
出  
御 
あ
り　
 
闔  
村  
遍 
く 
鳳  
輦 
の 
轍 

し
ゅ
つ 
ぎ
ょ 

こ
う 
そ
ん 
あ
ま
ね 

ほ
う 
れ
ん 

て
つ

を
印
せ
ら
れ 
芻 
堯
   
　
 
齊 
し
く
聖
慮
の 
忝 

す
う 
ぎ
ょ
う 

ひ
と 

か
た
じ
け
な

き
に
感
泣
す
乃
ち
永
く
之
を
後
昆
に
傳
へ

む
と
欲
志
村
費
を
以
て 
爰 
に
此
碑
を
建
つ

こ
こ

　

昭
和
五
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
臺
村
住
民

　
　
　
　
　
　
（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
入
り
）

【
注
】

９ 
芻  
堯 

す
う 
ぎ
ょ
う

く
さ
か
り
と
き
こ
り
か
ら
微
賤
・
庶
民

の
意

五
台
尋
常
小
学
校
と
巡
幸
永
念
之

五
台
尋
常
小
学
校
と
巡
幸
永
念
之
碑碑

　

現
在
の
水
戸
農
業
高
等
学
校
側
に
正
門

が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
か
ら
は
校
門
の
門

柱
が
見
え
、
右
手
に
奉
安
殿
が
見
え
ま
す
。

奉
安
殿
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
真

影
と
教
育
勅
語
を
安
置
す
る
た
め
に
昭
和

　

年
（
１
９
３
７
年
）
こ
ろ
か
ら
全
国
の

１２小
・
中
学
校
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
火
災

や
盗
難
を
防
止
し
、
ま
た
保
存
・
尊
厳
の

維
持
の
た
め
に
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
た
は
土
蔵
で
造
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
上
大
き
く
頑
丈
な
鉄
製
の

扉
が
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
周
囲
を
鉄
の
鎖

を
わ
た
し
た
門
で
囲
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

多
く
は
一
目
で
わ
か
る
校
門
近
く
に
建
て

ら
れ
、
児
童
・
生
徒
は
登
下
校
の
際
に
は

必
ず
最
敬
礼
を
し
た
も
の
で
す
。

　

根
本
三
代
造
氏
の
記
憶
で
は
、
五
台
小

学
校
で
も
正
門
を
入
る
と
奉
安
殿
、
二
宮

金
次
郎
像
と
並
ん
で
大
き
な
「
巡
幸
永
念

之
碑
」（
御
巡
幸
の
碑
、
三
代
造
氏
の
記
憶

で
は
お
よ
そ
縦
３
メ
ー
ト
ル
、
横
１
・
５

メ
ー
ト
ル
）
が
立
っ
て
い
て
、
毎
朝
奉
安

殿
と
記
念
碑
や
二
宮
金
次
郎
の
像
を
拝
し

て
校
舎
に
入
っ
た
と
い
い
ま
す
。
た
し
か

に
、
写
真
を
よ
く
見
る
と
、
籠
を
背
負
っ

た
女
生
徒
５
人
の
後
方
に
あ
る
白
い
正
門

柱
の
右
手
に
黒
く
記
念
碑
が
見
え
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
御
巡
幸
記
念
の
碑
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
こ
の
記
念
碑
は
小
学

校
敷
地
内
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
察
す

る
に
、
奉
安
殿
解
体
の
折
に
撤
去
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
占
領
政
策
へ
の
過

剰
な
反
応
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
陸
軍
大
演
習
に
関
す
る
記
念
碑
は

全
国
的
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

は
た
し
て
こ
の
碑
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

奉安殿
（『五台小学校百年誌』より）

二宮金次郎像
（『五台小学校百年誌』より）

五台小学校
（昭和１０年代：塩野忠氏提供）

（注９）



広報なか９月号９

問い合わせ　緯２９７－００８０

　

碑
文

　

村
長
勲
八
等
根
本
信
之
介
君

　

曁
根
本
婦
人
笹
島
氏
喜
代
子

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
２
９
７
・
０
０
８
０

問　い
合わせ

故
勲
八
等
根
本
信
之
介
君
之

故
勲
八
等
根
本
信
之
介
君
之
碑碑

金
ヲ
献
ジ
、
村
長
ヲ
補
佐
シ
テ
励
精
愈
々

其
ノ
職
ニ
尽
シ
、
功
績
尤
モ
顕
ハ
レ
、
三

十
八
年
推
レ
テ
五
臺
村
村
長
ト
ナ
リ
、
職

ニ
ア
ル
事
三
有
余
年
、
四
十
五
年
九
月
四

日
、
病
ヲ
得
テ
死
ス
、
時
ニ
行
年
五
十
三

歳
、
是
ヨ
リ
先
三
十
九
年
四
月
、
三
十
七
、

八
年
戦
役
中
ノ
功
ヲ
以
テ
勲
八
等
ニ
叙
セ

ラ
レ
、
白
色
桐
葉
章
ヲ
賜
ハ
ル

　

大
正
元
年
十
二
月

　
　

衆
議
院
議
員
勲
四
等　

根
本
正
撰
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
条
時
雨
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
秀
之
介
建

　

根
本
正
に
関
す
る
史
料
は
か
な
り
調
査

が
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
碑

陰
文
を
撰
文
し
て
い
る
こ
と
も
か
な
り
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
、
根
本
正
の
墓

所
脇
に
あ
っ
た
こ
と
を
見
の
が
し
て
い
た

の
は
資
料
館
と
し
て
は 
迂  
闊 
で
し
た
。
今

う 

か
つ

後
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
地
道
に
調
査
を
進
め
て
参
り
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

碑
陰
文

君
、
諱
ハ
俊
信
、
信
之
介
ト
称
ス
、
父
ハ

源
介
、
安
政
四
年
四
月
四
日
茨
城
県
那
珂

郡
五
臺
村
東
木
倉
ニ
生
ル
、
同
郡
國
田
村

笹
島
仁
衛
門
二
女
喜
代
子
ヲ
娶
リ
テ
二
男

ヲ
生
ム
、
長
ヲ
秀
之
介
ト
イ
ヒ
、
家
を
継

グ
、
次
男
ハ
早
死
ス
、
君
、
資
性
温
厚
篤

實
、
農
ヲ
業
ト
シ
勤
倹
力
行
、
加
フ
ル
ニ

慈
愛
ノ
心
ニ
富
ミ
、
常
ニ
専
ラ
心
ヲ
教
育

及
村
治
ノ
事
ニ
致
ス
、
其
ノ
功
績
甚
シ
、

明
治
二
十
二
年
町
村
制
實
施
ノ
時
ニ
當

リ
、
君
、
選
ハ
レ
テ
五
臺
村
村
会
議
員
ト

為
リ
、
又
東
木
倉
ノ
区
長
ニ
推
サ
ル
、
適

五
臺
尋
常
小
学
校
ノ
位
置
東
木
倉
ニ
指
定

セ
ラ
ル
ル
ヤ
、
初
メ
民
家
ヲ
以
テ
其
ノ
校

舎
ニ
充
ツ
、
君
、
深
ク
其
不
完
全
ヲ
憂
ヒ
、

一
日
モ
早
ク
之
ヲ
改
メ
ン
事
ヲ
期
シ
、
自

ラ
奮
ツ
テ
自
己
所
有
ノ
地
ヲ
寄
附
シ
、
熱

誠
能
ク
区
民
ヲ
説
キ
、
遂
ニ
一
校
舎
ヲ
新

築
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
、
区
民
今
ニ
君
ヲ
徳

ト
ス
、
二
十
六
年
東
木
倉
地
主
総
代
ト
為

リ
、
三
十
四
年
五
臺
村
助
役
ニ
選
バ
ル
、

日
露
戦
争
起
ル
ニ
際
シ
、
率
先
シ
テ
軍
資 根本信之介夫妻の墓

水
郡
線
の
水
戸
一
高
下
ト

水
郡
線
の
水
戸
一
高
下
ト
ンン

ネ
ル
を
架
橋

ネ
ル
を
架
橋
にに

　

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）　

月　

日
、

１１

１７

昭
和
天
皇
の
太
田
に
お
け
る
陸
軍
特
別
演

習
御
親
閲
行
幸
に
際
し
、
お
召
し
列
車

が
、
那
珂
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
に
は
狭
い
と

い
う
事
情
の
た
め
に
、
土
橋
や
ト
ン
ネ
ル

を
廃
し
て
切
通
し
と
し
、
橋
付
近
の
線
路

の
側
幅
の
拡
張
工
事
、
土
橋
の
改
良
工
事

す
な
わ
ち
代
替
の
架
橋
に
つ
い
て
国
鉄
側

は
茨
城
県
に
了
承
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
県
は
、
史
蹟
保
存
と
生
徒
の
通

学
に
支
障
の
な
い
こ
と
な
ど
を
条
件
に
こ

れ
を
認
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県
有
地
と
国

有
鉄
道
の
境
界
は
、
橋
の
橋
脚
部
分
を

も
っ
て
境
界
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

も
っ
て
、
新
設
さ
れ
る
橋
は
国
有
鉄
道
の

所
有
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
６

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
架
橋
の
様
子

は
、
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
前
が

仮
設
の
木
造
桟
橋
で
、
そ
の
向
こ
う
が
ト

ン
ネ
ル
が
通
じ
て
い
る
土
橋
、
そ
の
上
部

は
既
に
崩
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
上
に
工

事
人
夫
達
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
橋

が
崩
さ
れ
て
、
低
く
な
っ
た
上
に
架
け
ら

れ
つ
つ
あ
る
の
が
ト
ラ
ス
橋
と
見
え
ま

す
。
こ
の
後
、
土
橋
・
ト
ン
ネ
ル
と
も
に

取
り
払
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

橋
は
、
こ
の
年
の
９
月
に
完
成
し
、
水

戸
中
学
校
職
員
で
漢
学
に
造
詣
の
深
か
っ

た
天
海
謙
教
諭
に
よ
っ
て
「 
本  
城  
橋 
」
と

ほ
ん 
じ
ょ
う 
ば
し

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
太
田
小
学
校
校
庭
の
西
隅
に
当

時
の
浜
口
雄
幸
首
相
の
揮
毫
に
よ
る
「 
聖 せい

 
上  
御  
駐  
蹕  
處 
」
と
刻
し
た
記
念
碑
が

じ
ょ
う 

ご 

ち
ゅ
う 
ひ
つ
の 
と
こ
ろ

常
陸
太
田
市
立
太
田
小
学
校

常
陸
太
田
市
立
太
田
小
学
校
内内

の
記
念

の
記
念
碑碑

建
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は

昭
和
四
年
陸
軍
特
別
大
演
習
ニ
際
シ
、
十

一
月
十
七
日　

天
皇
陛
下
本
町
ニ
行
幸
ア

ラ
セ
ラ
レ
、 
駐 
蹕
   
　

五
時
間
御
講
評
ヲ
終

ち
ゅ
う 
ひ
つ

ヘ
サ
セ
ラ
レ
、
還
幸
シ
給
フ
、
乃
チ
其
の

光
栄
ヲ
録
シ
テ
、
之
ヲ
永
遠
ニ
傳
フ

　

昭
和
五
年
十
一
月
十
七
日

茨
城
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
牛
島
省
三
謹
書

と
あ
っ
て
、
行
幸
の
光
栄
を
永
遠
に
伝
え

よ
う
と
、
ち
ょ
う
ど
１
年
後
に
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
注
】

　
 
駐  
蹕 

ち
ゅ
う 
ひ
つ

１０
　

天
子
（
天
皇
）
の
行
幸
の
こ
と

「聖上御駐蹕処」碑

　

五
台
小
学
校
に
建
て
ら
れ
た
「
巡
幸
永

念
之
碑
」
の
行
方
、
あ
る
い
は
撤
去
さ
れ

た
事
情
な
ど
ご
存
じ
の
か
た
は
、
情
報
を

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 最

後
に
お
願

最
後
に
お
願
いい

水戸一高下の架橋
（『水戸一高百年史』より）

（注１０）

墓

故


